
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
 

 

事業名 花とハーブで町を彩る修景促進と薬香ハーブの普及促進事業 

事業主体 

（連絡先） 

池田町 

（TEL：0261-62-3127） 

事業区分 ①  地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,790,706 円（うち支援金： 2,092,000 円） 

（活動写真） 

① 生活の中に自然と調和する「花

とハーブの里」の文化・風土の

醸造 

② 町民主体の花とハーブ普及推

進 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

修景促進においてはガーデン及び花壇

の整備により今後の促進事業の良いき

っかけとなった。 

普及講座に関しては講座数が少なかっ

たためもっと多くの方を巻き込む活動

ができればよかった。 

【町民参加型植栽イベントの様子】 

 【目標・ねらい】 

①  修景普及促進講座においてこれまでフォローでき

ていなかった育児中の女性向けの教室や本格的なハ

ーブ普及に向けた資格取得希望者など約 50 名の方

にブランド化の意識付けを行うことができた。 

 

②  町民参加型イベントやボランティア団体の植栽に
よりハーブガーデンの整備と新たな花壇、ガーデン
を整備することができ、花とハーブの里のブランド
増進につながった。 

 池田町は「花とハーブの里」づくりによるまちおこ

しを 30 年前より進めてきましたが、様々な要因から

町民機運の低下が見られます。そこで改めて「花とハ

ーブの里を」再ブランド化していく必要があります。 

再ブランド化のための一事業として、四季折々に花

やハーブの彩りや香りを楽しめる環境を町民ととも

に築き、美しい景観だけでなく温かいコミュニケーシ

ョンの場を創出します。 

また、花とハーブの里としての文化・風土の醸造を

目指し、花やハーブの薬香を日常的に取り入れるきっ

かけとなるような事業を行いました。 

 

普及及び修景促進事業はこれまで町が主体となり活動を行ってきたが、今後は町民が主体とな

って花とハーブの里を作り上げ、持続可能な活動を行えるよう取り組みます。 


